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東
京
芸
術
劇
場
と
立
教
大
学
の
連
携
講
座
「
池

袋
学
」。二
〇
一
六
年
度
第
二
回
と
な
る
本
講
座
は
、

二
〇
一
四
年
度
以
来
「
池
袋
学
」
で
扱
っ
て
き
た

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ト
キ
ワ
荘
」
を
新
た

な
切
り
口
か
ら
論
じ
ま
し
た
。
国
立
公
文
書
館
館

長
の
加
藤
丈
夫
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
世
界
に

広
が
る
漫
画
の
原
点
と
し
て
ト
キ
ワ
荘
を
位
置
づ

け
、
そ
こ
に
集
っ
た
漫
画
家
た
ち
の
育
て
の
親
と

も
い
え
る
、
父
親
の
加
藤
謙
一
氏
の
人
生
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
加
藤
丈
夫
氏
は
謙

一
氏
の
四
男
に
あ
た
り
、
謙
一
氏
は
、
漫
画
家
の

登
竜
門
と
な
っ
た
雑
誌
『
漫
画
少
年
』
を
創
刊
し

た
ほ
か
、
編
集
者
と
し
て
少
年
誌
の
出
版
に
関
わ

り
、
日
本
文
化
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
八
九
六
年
、青
森
県
に
生
ま
れ
た
謙
一
氏
は
、

弘
前
の
小
学
校
で
国
語
教
員
を
務
め
た
後
、
一
九

二
一
年
、
大
日
本
雄
弁
会
（
現
・
講
談
社
）
に
入

社
。
同
じ
く
小
学
校
教
員
の
経
験
が
あ
っ
た
創
業

者
の
野
間
清
治
氏
に
腕
を
買
わ
れ
、
雑
誌
『
少
年

倶
楽
部
』（
一
九
一
四
～
六
二
）
や
『
講
談
社
の
絵

本
』（
一
九
三
六
～
四
二
）
の
編
集
に
携
わ
り
ま
し

た
。
『
少
年
倶
楽
部
』
は
佐
藤
紅
緑
の
少
年
小
説

「
あ
ゝ
玉
杯
に
花
う
け
て
」（
一
九
二
七
～
二
八
）

が
保
護
者
と
学
校
教
員
か
ら
広
く
称
賛
さ
れ
た
こ

と
で
、
国
民
的
な
雑
誌
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の

人
格
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。当
初
、

子
ど
も
向
け
の
雑
誌
へ
の
掲
載
に
難
色
を
示
し
た

佐
藤
氏
に
対
し
て
、
謙
一
氏
は
「
子
ど
も
は
国
の

宝
。
子
ど
も
た
ち
に
い
い
も
の
を
提
供
し
た
い
」

と
説
得
し
た
そ
う
で
す
。
な
お
『
少
年
倶
楽
部
』

か
ら
は
、
少
年
冒
険
小
説
「
神
州
天
馬
侠
」（
一
九

二
五
～
二
八
）
で
吉
川
英
治
が
、
漫
画
「
の
ら
く

ろ
」（
一
九
三
一
～
四
一
）
で
田
河
水
泡
が
デ
ビ
ュ

ー
し
て
い
ま
す
。 

 

一
九
四
五
年
の
終
戦
と
と
も
に
謙
一
氏
は
講
談

社
を
退
社
。
戦
時
中
に
戦
意
を
煽
っ
た
と
し
て
、

一
九
四
七
年
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
公
職
追
放
を
受
け
ま

す
が
、
同
年
、
謙
一
氏
は
、
尚
文
館
（
現
・
芳
文

社
）
が
発
行
す
る
『
野
球
少
年
』（
一
九
四
七
～
六

〇
）
の
編
集
に
携
わ
り
、
戦
後
の
野
球
ブ
ー
ム
の

中
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
志
村
正
順
に
よ
る

「
誌
上
放
送
」
が
大
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
妻
を
社
長
と
し
、
学
童
社
を
設
立
。
妻
子

と
共
に
自
宅
で
編
集
作
業
を
行
い
、『
漫
画
少
年
』

（
一
九
四
七
～
五
五
）
を
創
刊
し
ま
し
た
。
こ
の

雑
誌
が
画
期
的
だ
っ
た
の
は
、
全
国
の
漫
画
好
き

少
年
に
投
稿
を
募
っ
た
こ
と
で
す
。
投
稿
者
の
中

に
は
、
寺
田
ヒ
ロ
オ
、
藤
子
不
二
雄
、
赤
塚
不
二

夫
、
石
ノ
森
章
太
郎
、
松
本
零
士
が
い
ま
し
た
。

プ
ロ
の
漫
画
家
へ
の
原
稿
料
支
払
い
が
困
難
だ
っ

た
こ
と
か
ら
始
め
た
作
品
の
公
募
で
し
た
が
、
全

国
か
ら
多
く
の
漫
画
が
集
ま
り
、『
漫
画
少
年
』
は

一
流
の
漫
画
家
に
な
る
た
め
の
登
竜
門
と
な
り
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
謙
一
氏
は
「
新
宝
島
」（
一
九
四
七
）
等

を
発
表
し
、
す
で
に
関
西
で
評
価
さ
れ
て
い
た
手

塚
治
虫
に
注
目
し
ま
し
た
。
交
渉
の
結
果
、
手
塚

は
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
」（
一
九
五
〇
～
五
四
）
を

『
漫
画
少
年
』
で
連
載
す
る
こ
と
に
な
り
、 

同
作

に
よ
っ
て 

手
塚
は
東
京
で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。売

れ
っ
子
漫
画
家
の
手
塚
に
原
稿
を
書
い
て
も
ら
う

た
め
、
当
時
『
漫
画
少
年
』
の
編
集
長
だ
っ
た
加 

 

藤
宏
泰
氏
（
謙
一
氏
の
次
男
）
は
、
自
分
が
住
む

ト
キ
ワ
荘
に
手
塚
を
住
ま
わ
せ
た
そ
う
で
す
。
そ

こ
か
ら
手
塚
を
慕
う
漫
画
家
た
ち
も
住
み
は
じ
め
、

手
塚
の
漫
画
に
描
か
れ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、

ト
キ
ワ
荘
の
漫
画
家
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
き

ま
し
た
。 

 

ト
キ
ワ
荘
は
豊
島
区
椎
名
町
に
あ
り
ま
し
た
が
、

広
い
意
味
で
椎
名
町
は
「
池
袋
文
化
圏
」
に
入
る

と
加
藤
丈
夫
氏
は
言
い
ま
す
。
藤
子
不
二
雄
Ⓐ
の

自
伝
的
漫
画
『
ま
ん
が
道
』（
一
九
七
〇
～
二
〇
一

三
）
に
は
、
池
袋
ま
で
遊
び
に
行
き
、
映
画
を
見

た
り
、
食
事
を
し
た
り
す
る
ト
キ
ワ
荘
の
人
々
の

姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ト
キ
ワ
荘
の
漫
画
家
に

と
っ
て
、
漫
画
の
ネ
タ
を
集
め
る
場
と
し
て
の
池

袋
と
、 

漫
画
を
描
く
仕
事
場
と
し
て
の
椎
名
町
は

切
り
離
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ト
キ
ワ
荘
は
一

九
八
二
年
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、「
マ
ン
ガ
・

ア
ニ
メ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
復
元
さ
れ
、
二

〇
二
〇
年
三
月
の
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
加

藤
丈
夫
氏
は
、
ト
キ
ワ
荘
の
復
元
計
画
に
つ
い
て

触
れ
、
世
界
に
根
付
い
た
ユ
ニ
ー
ク
な
文
化
の
発

祥
地
と
い
う
理
念
の
も
と
、
豊
島
区
に
は
地
域
活

性
化
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

謙
一
氏
が
編
集
者
と
し
て
見
守
る
な
か
、
ト
キ

ワ
荘
で
描
か
れ
た
漫
画
に
は
、
人
間
愛
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
。
寺
田
ヒ
ロ
オ
の
「
美
し
さ
、
優
し
さ
、

愛
、
生
と
死
、
信
頼
、
誠
実
、
善
意
…
…
そ
う
し

た
数
で
表
現
で
き
な
い
心
の
問
題
、
そ
れ
を
面
白

く
、
分
か
り
や
す
く
子
ど
も
に
伝
え
る
手
段
が
漫

画
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
児
童
文
化
で
す
よ
」
と
い

う
言
葉
は
、
日
本
の
漫
画
が
な
ぜ
世
界
で
受
け
入

れ
ら
れ
た
の
か
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
り
ま
す
。

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
普
遍
性
は
国
境
を
超
え
る
の

で
し
ょ
う
。 

 

加
藤
丈
夫
氏
は
、
謙
一
氏
の
小
学
校
教
員
と
い

う
履
歴
に
度
々
言
及
し
、
出
版
社
に
入
り
、
子
ど

も
向
け
の
雑
誌
を
編
集
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

も
、
謙
一
氏
が
教
育
者
で
あ
り
続
け
た
こ
と
を
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
本
講
演
を
通
し
て
、
少
年
雑
誌

や
漫
画
の
教
育
的
価
値
を
示
し
た
う
え
で
、
漫
画

は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
は
な
く
、
世
界
が
認
め
る

一
流
の
文
化
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
さ
れ
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
少
子
化
が
叫
ば
れ
、
定
員
割

れ
や
廃
校
に
な
る
学
校
の
ニ
ュ
ー
ス
が
目
新
し
く

な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
教
育
の
外
側
で
子
ど

も
の
教
育
に
貢
献
し
た
、
少
年
雑
誌
や
漫
画
に
今

一
度
光
を
当
て
る
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

  

（
と
ば
り
・
ま
さ
と 

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
究
科
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
博
士
課

程
後
期
課
程
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〇
一

三
）
に
は
、
池
袋
ま
で
遊
び
に
行
き
、
映
画
を
見

た
り
、
食
事
を
し
た
り
す
る
ト
キ
ワ
荘
の
人
々
の

姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ト
キ
ワ
荘
の
漫
画
家
に

と
っ
て
、
漫
画
の
ネ
タ
を
集
め
る
場
と
し
て
の
池

袋
と
、 

漫
画
を
描
く
仕
事
場
と
し
て
の
椎
名
町
は

切
り
離
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ト
キ
ワ
荘
は
一

九
八
二
年
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、「
マ
ン
ガ
・

ア
ニ
メ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
復
元
さ
れ
、
二

〇
二
〇
年
三
月
の
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
加

藤
丈
夫
氏
は
、
ト
キ
ワ
荘
の
復
元
計
画
に
つ
い
て

触
れ
、
世
界
に
根
付
い
た
ユ
ニ
ー
ク
な
文
化
の
発

祥
地
と
い
う
理
念
の
も
と
、
豊
島
区
に
は
地
域
活

性
化
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

謙
一
氏
が
編
集
者
と
し
て
見
守
る
な
か
、
ト
キ

ワ
荘
で
描
か
れ
た
漫
画
に
は
、
人
間
愛
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
。
寺
田
ヒ
ロ
オ
の
「
美
し
さ
、
優
し
さ
、

愛
、
生
と
死
、
信
頼
、
誠
実
、
善
意
…
…
そ
う
し

た
数
で
表
現
で
き
な
い
心
の
問
題
、
そ
れ
を
面
白

く
、
分
か
り
や
す
く
子
ど
も
に
伝
え
る
手
段
が
漫

画
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
児
童
文
化
で
す
よ
」
と
い

う
言
葉
は
、
日
本
の
漫
画
が
な
ぜ
世
界
で
受
け
入

れ
ら
れ
た
の
か
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
り
ま
す
。

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
普
遍
性
は
国
境
を
超
え
る
の

で
し
ょ
う
。 

 

加
藤
丈
夫
氏
は
、
謙
一
氏
の
小
学
校
教
員
と
い

う
履
歴
に
度
々
言
及
し
、
出
版
社
に
入
り
、
子
ど

も
向
け
の
雑
誌
を
編
集
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

も
、
謙
一
氏
が
教
育
者
で
あ
り
続
け
た
こ
と
を
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
本
講
演
を
通
し
て
、
少
年
雑
誌

や
漫
画
の
教
育
的
価
値
を
示
し
た
う
え
で
、
漫
画

は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
は
な
く
、
世
界
が
認
め
る

一
流
の
文
化
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
さ
れ
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
少
子
化
が
叫
ば
れ
、
定
員
割

れ
や
廃
校
に
な
る
学
校
の
ニ
ュ
ー
ス
が
目
新
し
く

な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
教
育
の
外
側
で
子
ど

も
の
教
育
に
貢
献
し
た
、
少
年
雑
誌
や
漫
画
に
今

一
度
光
を
当
て
る
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

  

（
と
ば
り
・
ま
さ
と 

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
究
科
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
博
士
課

程
後
期
課
程
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